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イポテクストとしての菅原道真の詩 『和漢朗詠集』と『源氏物語』の場合

SUGAWARA NO MICHIZANE’S POEMS AS HYPOTEXT: THE CASE 
OF WAKANRŌEISHŪ AND GENJI MONOGATARI

エドアルド・ジェルリーニ
ヴェネツィア大学

Edoardo Gerlini 
Ca’ Foscari University of Venice

Abstract
Objective of this paper is to demonstrate and analyze the transtextual relations 
that lay between Sugawara no Michizane’s poems collections Kanke bunsō 
and Kanke kōshū, and two important Heian period works, namely Fujiwara no 
Kintō’s Wakanrōeishū and Murasaki Shikibu’s Genji Monogatari. I apply the 
theory of hypertextuality proposed by Gérard Genette to these works, focusing 
on the problem of hypertextuality, and demonstrating that the terminology cre-
ated by Genette about European literature can be adopted to effectively analyze 
ancient Japanese works. This results in a deeper understanding of the works 
themselves and the authors’ peculiarities and abilities.

Keywords
Transtextuality, Sugawara no Michizane, Wakanrōeishū, Genji monogatari, 
Gérard Genette

要旨
本論文は平安文学に見られる超テクスト性、つまりテクストとテクス
トの間における関係を分析するものである。分析対象は『和漢朗詠
集』及び『源氏物語』、そして両作品における菅原道真の詩の引用
と、道真に関係づけられる箇所である。分析方法は、フランス文学理
論家ジェラール・ジュネットによるイペルテクスト性についての理論
及び用語を用いる。欧州文学を中心とするジュネットの理論は、平安
時代の文学にも適用でき、対象作品に新しい光を与えられることを検
証する。ジュネットに定義されたいくつかのイポテクスト的変形は『
和漢朗詠集』と『源氏物語』にも見いだすことができる。しかし、藤
原公任と紫式部が果たした変形実践は、異なった様相を見せており、
作者それぞれの目的にも相違があることを確認する。

キーワード
超テクスト性、菅原道真、和漢朗詠集、源氏物語、ジェラール・ジュ
ネット
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1. はじめに　

　本論文は平安文学に見られる超テクスト性、つまりテクストとテク
ストの間における関係を分析するものである。その対象は『和漢朗
詠集』及び『源氏物語』、そして両作品における菅原道真の詩の引用
と、道真に関係づけられる箇所に限定する。本文の分析には、フラン
スの文学理論家ジェラール・ジュネット（Gérard Genette）1 による超
テクスト性についての概念及び用語を用いることとする。欧州文学を
中心とするジュネットの理論は、平安時代の文学にも適用でき、対象
作品に新しい光を与えられることを確認したいのである。
　ジュネットは、ある作品におけるテクスト的超越性いわゆる超テク
スト性 transtextualité を「テクストを他のもろもろのテクストに、明
示的にか暗黙裡にかはともかく、関係づけているあらゆるもの」2 と
説明する。氏に定義された超テクスト性の様々なタイプの中で最も中
心とされているのはイペルテクスト性 hypertextualité であり、「あら
ゆるテクストB（これをイペルテクスト hypertexte と呼ぼう）を、注釈
のそれではない仕方でそれが接ぎ木されるところの先行するテクスト
A（もちろんこれはイポテクスト hypotexte と呼ぶことにする）に結び
付けるあらゆる関係なのである」3 と説明される。
　本論では菅原道真の『菅家文草』と『菅家後集』が『和漢朗詠集』
と『源氏物語』にイペルテクスト性的な関係で結ばれていることを確
認した上で、そこにどのような変形と変換のプロセスが見られるかと
いうことを考えたい。
　菅原道真についての先行研究の大部分は、道真の生涯と詩文の直接
的な関係を強調してきた。歴史的研究という視点から分析すると、道
真筆とされている『菅家文草』と『菅家後集』は貴重な資料ではあっ
ても、あくまで十分に信用できる史料とは言えないだろうが、先行研
究に指摘されたように「道真の物語」のようなストーリーが、彼の詩
集から浮かび上がることは明瞭である。もちろん、散文でもあり、韻
文でもある『菅家文草・菅家後集』は、物語と同じ程度でフィクショ
ンだとは言いきれないが、道真の人生に影響した出来事、例えば大宰
府への流謫が、彼の文学にも直接に影響を与えたことは言うまでもな
い。つまり、菅原道真の詩は彼の人生を語るのだと言っても言いすぎ
ではないだろう。

1 ジェラール・ジュネット著、和泉涼一訳『パランプセスト  :  第二次の文
学』（水声社、1995）。原作 Gérard Genette、Palimpsestes: La Littérature au 
econd degré、（Du Seuil、パリ、1982）。
2 注１前掲書、15頁。
3 注１前掲書、20頁。
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　そして、その道真の詩文は、ほとんど完全な形で現存しており、す
でに平安時代から評価されていた結果、様々な作品に引用されたり、
再利用もされてきた。平安時代においても道真の作品の受容と採用は
多様であるが、本論では『和漢朗詠集』と『源氏物語』の二作品に着
目したい。

2. 『和漢朗詠集』 の場合

　周知の通り、藤原公任選『和漢朗詠集』は和歌と詩句の混合された
特殊な詩歌集である。花鳥風月などの景物と様々な題によって詩歌を
配列し、平安時代以来非常に普及し、教育のためにも不可欠な書物で
あった。現在では『和漢朗詠集』を知らない人が多かろうが、明治時
代までは『源氏物語』と同じような人気作品だった。
　『和漢朗詠集』の詩人歌人のなかでは、菅原道真の詩句が白居易
（135回）と菅原文時（44回）に次いで多く採られており、38回から
なる高い頻度で選入されている。このことから単純に想像しても、ア
ンソロジーである『和漢朗詠集』には道真の詩風が十分に紹介されて
いると期待するのが当然だろうが、実はその逆である。
　現在、アンソロジーというと、例えば高等学校で使われている国語
教科書は、様々な作家の作品を単純化してはいても、できるだけそ
の作家の特殊性とスタイルを忠実に紹介しようとするものであろう。
各作品から抜粋を抽出して、その作家のスタイル、またはテクストの
性格及びより興味深い箇所をできるだけ保存しようとしているのであ
る。これは「義務」とも言える目標である。これはジュネットの用語
でいうと簡潔化 concision4 または凝縮 condensation5 というテクストの
変形であり、例えばダイジェスト digest6 や要約 résumé7 はその実践に
よる結果である。
　しかし、藤原公任は、通常八句四聯となる漢詩からほぼ一聯（二
句）だけを採り、そして景物や自然の描写に集中し、元の漢詩の大部
分を切り捨てるのである。このようなテクストの変形をジュネットは
切除 excision8 と名付けている。簡潔化も切除も、テクストを短縮す
る縮小 réduction という変形の類であるが、内容の重点を残す前者に
対して、後者はテクストの広い部分と一緒にイポテクストの意味も削
除してしまう。

4 注１前掲書、399頁。
5 注１前掲書、419頁。
6 注１前掲書、430頁。
7 注１前掲書、419頁。
8 注１前掲書、390頁。
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　『和漢朗詠集』にある道真の詩句はちょうどこの原則に従い、元の
詩の意味を失ってしまったと言えよう。例えば、霜の部に採られた次
の聯を見よう。

君子（くんし）夜（よ）深（ふ）けて音（こゑ）警（いまし）めず、
老翁（らうおう）年（とし）晩（く）れて鬢（びん）相驚（あひおど
ろ）く、
君子夜深音不警
老翁年晩鬢相驚9

　音を出さない白い鶴（君子＝鶴という暗喩）は霜で白くなる自分の
髪の毛に驚く老人に譬えられている。強いて、隠れた意味を探ろうと
すると、老いの嘆きに他ならないだろう。だが、『菅家文草』の原文
を読むと、本意はかなり異なることが分かる。この聯がとられた「早
霜」と言う詩の結聯は次のようである。

寒心（かんしむ）せる旅客（たびびと）は樗散（ちよさん）なりとい
へども
後凋（こうてう）を含むこと得て貞（てい）を守（まぼ）らむことを
欲（ほ）りす
寒心旅客雖樗散
含得後凋欲守貞

　旅人の心を常緑樹（＝後凋）に喩える比喩はおそらく藤原克己氏が
「比興的寓意感託表現」10 と名付けた、道真の特殊な比喩表現のカテ
ゴリーに入るだろう。また、この比喩の意味や機能は、詩末の「貞を
守る」という理想または志を強調し、それを序するものになる。色あ
せしない常緑樹のように、詩人の心は変わらない、天皇へ永遠に忠節
であると解釈できる。要するに、老いの嘆きはこの詩に見られないと
は言い切れないだろうが、少なくとも詩の中心ではない。詩の本意は
「貞を守る」という表現にあり、君臣唱和という理想に合致した述懐
である。『菅家文草』のパラテクスト paratexte （つまり、テクスト
に追加されているテクスト、例えば自注、詩題など）から分かるよう
に、その時道真は４５歳で、国守としてまだ讃岐に滞在しており、京
に戻れるかどうか不安な状況の中で生きていた。おそらく道真が危惧
していたのは、老いのことより、宇多天皇に認められずにずっと讃岐

9 『和漢朗詠集』と『菅家文草・菅家後集』の引用は『日本古典文学大
系』（73、72）による。以下、『和漢朗詠集』はWRS、『菅家文草・菅家
後集』はKBKKと示す。WRS 370、 KBKK 304。
10 藤原克己『菅原道真と平安朝漢文学』(東京大学出版会、2001) 288頁。
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に見捨てられてしまうことであっただろう。つまり、『和漢朗詠集』
は霜に譬えられる老人の髪と鶴という比喩でイポテクストの題「早
霜」を重視するが、同じイポテクストの中心たる意味かつ内容を無視
していると言えよう。
　続けて、『和漢朗詠集』の「雁」という部には、次の道真の聯が採
られている。

碧玉（へきぎよく）の装（よそほ）へる筝（しやうのこと）は斜（な
なめ）に立（た）てたる柱（ことぢ）、
青苔（せいたい）の色（いろ）の紙（かみ）には数行（すうかう）の
書（しよ）
碧玉装筝斜立柱
青苔色紙数行書11

　これだけ見れば、美しい表現の連続を通じ、空を渡る雁の描写を譬
喩で美化しているにほかならない。さて、この聯のイポテクストとな
る「重陽節侍宴、同賦天淨識賓鴻、應製」という詩の尾聯を見よう。

賓雁（ひんがん）人（ひと）の意（こころ）を動（うご）かしむるこ
と莫（な）く
向前（さきより）の旅（たび）の思（おも）ひ何如（いかん）せむこ
とをか欲（ほ）りする
賓雁莫教人意動
向前旅思欲何如

　まず、指摘するべきなのは、先ほどの「早霜」と異なり、雁が題だ
けではなく、テクストにもはっきり現れている点である。雁や帰雁
という表現は日本へ渡った中国の詩の中にもすでに見られるもので、
旅の寂しさや郷里への思いを表す典型的な表現である。重陽節の時に
宮廷の詩宴でこの表現を用いた道真は中国の文学伝統に繋げようとし
たと考えてもよかろうが、詩の本意はスコーラーシップの実演に留ま
るわけではない。この詩宴が行われた寛平六年は、道真がすでに遣唐
大使に任ぜられた年でもあり、中国へ旅立つという可能性が具体化し
た時でもあった。現に、この詩が作られてからわずか六日後、道真は
日本史上でも画期的な史実となった遣唐使派遣中止を進言している。
このようなパラテクストが語る情報を把握すると、道真詩の「向前旅
思」（これからの旅への思い、心配）という表現は単なる雁に関わる
修辞表現ではなく、道真自身のリアルな考えを見いださせる要素であ
り、詩の理解へのカギとなる。いうまでもなく、『和漢朗詠集』で行

11 WRS 322、KBKK 379。
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われた切除のために、このような内容があったとは、想像もつくま
い。
　もう一つの例を「管弦付舞妓」という部から挙げたい。

落梅（らくばい）曲（きよく）旧（ふ）りて唇（くちびる）雪を吹
き、
折柳（せつりう）声（こゑ）新（あら）たにして手に煙（けむり）
を掬（にぎ）る、
落梅曲旧脣吹雪
折柳声新手掬煙12

宇多天皇が開催した管弦の宴がきっかけで作られた詩から、藤原公任
は上記の比喩表現を取りあげ、道真のイポテクストを省略した。もと
の詩の尾聯は

君王（くんわう）風（ふう）を移す術（じゅつ）を得（え）むことを
欲りせば
敢（あ）へて慇懃（ねむごろ）に管絃（くわんぐゑん）を喚（よ）ぶ
ことあらざらまし
君王欲得移風術
非敢慇懃喚管絃

となり、演奏から受けた感動が天皇の徳に関係づけられている。つま
り、詩の本意は、演奏の素晴らしさではなく、天皇の讃美にあると言
えよう。要するにこの場合も『和漢朗詠集』では本来の詩の内容が失
われていると確認できる。

　『和漢朗詠集』のなかの「道真」と『菅家文草』のなかの「道真」
が異なることを最もはっきりと分からせる例は、讃岐時代と流謫時
代の詩である。周知のよう、讃岐守に任ぜられている間の道真の詩に
は、二つの特徴がある。一つは讃岐の穏やかな自然を描写し、それま
での典型であった伝統的な詩とは異なる叙景詩を書いていることであ
る。もう一つは平安文学史上に例外だとされている諷諭詩である。後
者に集中しよう。白居易の諷諭詩を模範にした道真の諷諭詩は、貧し
い人々のアレゴリーを通して当時の社会と律令制度の矛盾を指摘し、
権力者の退廃を訴え出る、非常にオリジナルな作品である。当然のこ
とながら、このような詩は現代の読者の興味を引くだろうが、当時の
人たちにとっても興味深いと思われたのか。道真の多才を表すこの諷

12 WRS 467、KBKK 434。
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諭詩は少なくともあらゆるアンソロジーにも含めなければならないも
のだろうと、私は思うが、藤原公任が選んだ讃岐時代の詩句は諷諭詩
ではなく、次のような無害な作品である。

生衣（すずしのきぬ）は家人（かじん）を待（ま）ちて著（き）むと
欲（ほっ）す
宿醸（しゅくぢやう）はまさに邑老（いふらう）を招（まね）いて
酣（たけなは）なるべし
生衣欲待家人着
宿醸当招邑老酣13

今年は例（つね）よりも異（こと）にして腸先（はらわたま）づ断
（た）ゆ
これ蟬（せみ）の悲（かな）しぶのみにあらず客（かく）の意（ここ
ろ）も悲しぶなり14

今年異例腸先断
不是蟬悲客意悲

　前者は「夏衣」、後者は「蟬」といった部にあり、どちらかという
とノスタルジアというテーマに所属し、諷諭詩のような社会や政治に
対する批判といった性格は持たない。現代でもっとも評価されている
讃岐時代の道真の詩の中の「早寒十首」などは、公任に無視されてい
ると言える。ここで私は、現代読者と公任の好みの相違点について論
じるつもりはない。ただ、公任が、讃岐時代の特徴的な詩ではなく、
オリジナル性の低い詩をわざわざ選んでいるというところを強調した
い。 
　藤原公任が『和漢朗詠集』の編集に含めた志または動機は、流謫中
の道真によって作られた『菅家後集』の作品からどの詩句が採られて
いるかを見れば明確である。 周知のように、大宰府での道真の詩は
身の潔白を訴えたり、帰郷への願望を唱えたり、友人や家人への思い
に浸透されている。『菅家後集』の巻頭詩「自詠」で「家から離れた
のは三、四ヶ月。涙は百、千粒も落ちて行く」と嘆くように、イポテ
クストで展示される道真の流謫生活は労苦と絶望ばかりだったと考え
られる。
　『和漢朗詠集』に見られる『菅家後集』の聯は実はわずか三つであ
り、どれも詩集の主題である「左遷」や「流謫」からかけ離れた内容
のものである。例えば「閑居」という部には次の道真の聯がある。

13 WRS 195、KBKK 251。
14 WRS 195、KBKK 251。
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都府楼（とふろう）は纔（わづ）かに瓦（かはら）の色（いろ）
を看（み）る、
観音寺（くわんおんじ）は只（ただ）鐘（かね）の声（こゑ）を
聴（き）く、
都府楼纔看瓦色
観音寺只聴鐘声15

確かに、閑居、つまり閑静な住居、または世事を離れてのんびりと暮
らすというテーマには適切だろうが、イポテクストから浮上する道真
の気持ちは、平穏や閑雅どころではないと思われる。

此（こ）の地（ところ）は身（み）に検繋（けんけい）無しと雖も
何（なに）為（す）れぞ　寸歩（すんぽ）も門（かど）出（い）でて
行（ゆ）かむ
此地雖身無検繋
何為寸歩出門行

　有名な「不出門」であり、この詩が「閑居」の部に摘句されるのは
驚くところであろう。ここでも、イポテクストの内容ではなく、その
詩の外見だけを重視する『和漢朗詠集』の特殊性が分かる。『菅家文
草』と『菅家後集』の背景にある道真のストーリーは重要視されず、
異なる目的のために外見のみが擬製され、異なる作品に変えられたと
言っても大げさではあるまい。
　もちろん、漢文の天才として尊敬された藤原公任は道真の詩集だけ
ではなく、菅原道真という詩人かつ歴史上の人物をよく知っていただ
ろう。だが、間違いなく『和漢朗詠集』は道真の詩集のダイジェスト
または要約として編纂された作品ではない。そして、公任が道真のイ
ポテクストになした切除は偶然な省略ではない。部立てという原理―
ジュネットの用語ではアルシテクスト architexte16 と言えるか―に従い
ながら、詩歌集の本質にもっとも適切な詩句だけを選び、『和漢朗詠
集』という新しい作品を編集、いや、創作するのである。『古今和歌
集』の部立ても思い出させる『和漢朗詠集』の花鳥風月や四季の配列
には、やはり流謫や社会非難というテーマは不適切であると判断され
ただろう。ただし、本論では藤原公任がなぜこのような部立てにした
かという問題については論じない。

　さて、これまでの例で分析した切除という変形はジュネットの縮
小 réduction17 という変形のグループの一環に分類され、形式的な段

15 WRS 620、KBKK 478。
16 注１前掲書、15頁。
17 注１前掲書、387頁。
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階で起こるものである。つまり切除は、原文イポテクストを直接切り
裂き、新しい仕組みのイペルテクストに差し挟むことであり、理論的
に新しい意味を追加するものではない。しかし、切除のような「形式
的変形」であっても、意味的な変更も引き起こされることがある。例
えば、先ほど挙げた「早霜」の本意は尾聯の「貞を守る」という表現
に表れているわけだが、頸聯だけを挙げる『和漢朗詠集』を読むだけ
では、作品の真意を読み取ることはできない。のみならず、「雁」の
部に採られた詩句の場合は、自然描写より深い意味を強いて見いだそ
うとすると、誤った解釈に至りうるおそれがあろう。『和漢朗詠集』
は自然や景物の叙景に集中し、道真の詩に認められるテーマ―社会非
難、君臣関係の讃美など―が見いだせなく、結果的に消されたと言え
る。つまり、イペルテクストはイポテクストの目的、志、モティベー
ションを無くしたのである。私にはこのような内容の変更は、ジュネ
ットが示す脱動機化 démotivation18 に非常に近いものに見える。氏に
よると、脱動機化という意味論的変形は「単純に否定的なもので、
これは、もともとの動機を削除ないし省略することにある」19。「早
霜」の例に適用すると、貞節という裏の意味を削除することに当たる
だろう。更にジュネットが「そのうえ、周囲の意味的圧力はそのまま
なのだから、動機のない行動はない、しかもその動機を明示する必要
はないという怖るべき原理により、ある動機を削除するだけで別の動
機が不可避的に暗示されうるのだ。こうなると、脱動機化は動機変換 
transmotivation の価値をもつことになる」20 と強調する通り、もとの
動機を削除または切除するだけで、読者の目には別の動機と志が浮か
び上がることにもなる。『和漢朗詠集』を例にすると、例えば流謫の
不如意をテーマの中心とする「不出門」は、頸聯の二句に縮められた
結果、閑居の意味で作られた詩句だと見えてしまう。これこそ氏が言
う動機変換であろうと私は言いたい。
　要するに、『和漢朗詠集』は、『菅家後集』のイペルテクストとし
て読まれた場合、詩人道真の志または記憶を「裏切る」と言っても過
言ではない。だが、このような読み方はイポテクストを知っている読
者にしかできない。今私は『和漢朗詠集』が『菅家文草』より単純な
作品であると言おうとしているように見えるかもしれない。しかし、
そうではなく、逆に『菅家文草』『菅家後集』『白氏文集』などの様
々なイポテクストをコラージュした『和漢朗詠集』という新しい作
品の特性と価値を認めるのである。ジュネットの理論を引用すると、

18 注１前掲書、550頁。ジュネットは詩より、小説や演劇に集中するが、本
論ではその理論は詩集にも適用できると述べたい。 
19 注１前掲書、546頁。
20 注１前掲書、550頁。 
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「イペルテクスト性は、ある意味で、器用仕事 bricolage に属してい
る。[…]「古いものから新しいものをつくる」技術は、「その目的で
作られた」生産物よりも複雑で味わい豊かなものを生産する利点があ
る、ということだ。つまり新しい機能が古い構造と重なり合い、錯綜
し、それら二つの共存する要素同士の不協和音が、全体にその味わい
を添えるのである」21。『和漢朗詠集』にはここまでの定義が適用で
きるかどうかという点について、まだ議論の余地があろうが、少なく
ともこれまで記述した形式的変形と意味論的変形がジュネットの用語
で分析できることを確認しておきたい。

3.『源氏物語』 の場合

　前節のジュネットの理論を『源氏物語』に適用したらどうなるだろ
うか。周知のよう、『源氏物語』の「須磨」の巻は、『菅家後集』か
ら二箇所を引用する。

その夜、上のいとなつかしう昔物語などしたまひし御さまの、院に似
たてまつりたまへりしも、恋しく思ひ出できこえたまひて、「恩賜の
御衣は今此に在り」 と誦じつつ入りたまひぬ。御衣はまことに身はな
たず、かたはらに置きたまへり22

入り方の月影すごく見ゆるに、（光源氏は）「ただこれ西に行くなり」
とひとりごちたまひて

　　いづかたの雲路にわれもまよひなむ月の見るらむこともはづかし23

『菅家後集』の原文は次のようである。

恩賜（おんし）の御衣（ぎょい）は今ここに在り
恩賜御衣今在此24

だたこれ西に行く　左遷ならじ
唯是西行不左遷25

　後者は道真と月の空想的な対話を詠んだ詩からの一句である。道真
も月も西へ流れるが、道真と違って月の移動は左遷によるものではな

21 注１前掲書、655頁。
22 『源氏物語』「須磨」203頁（『新編日本古典文学全集21』）。 
23 注23前掲書、208-209頁。
24 KBKK 482。
25 KBKK 511。
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く、世界のルールに従う移動だ、という形で道真の無実の訴えを現す
詩だと言えよう。前者は、「九月十日」という題の詩からの一句であ
り、わずか一年前に醍醐天皇と直接に詩の唱和ができていたのに、今
は流謫の身に陥ってしまったという道真の嘆きを表している。どちら
もはっきりと流罪のテーマを強調するイポテクストである。したがっ
て、流罪のテーマを省く『和漢朗詠集』に対して、『源氏物語』はそ
のテーマを中心とする詩句を引用している。
　だが、『源氏物語』における道真の暗示は、詩句の引用に限らな
い。同じ「須磨の巻」には次の箇所もある。

海人ども漁りして、貝つ物持て参れるを、召し出でて御覧ず。浦に年
経るさまなど問はせたまふに、さまざま安げなき身の愁へを申す。そ
こはかとなくさへづるも、「心の行方は同じこと。何か異なる」と、
あはれに見たまふ。

　貧しい人たちへの同情は非の打ち所のない人物である光源氏の特徴
であろうが、特にこの須磨の巻では特別な意味がある。先行研究に
指摘された通り、源氏が現す下層民への同情は、讃岐の下層民の苦労
を描く諷諭詩における詩人道真の姿にもすでにあった。藤原克己氏が
指摘したように26、菅原道真と光源氏は交道難を通り、流罪に遭い、
共通の才能や思考をもつことを認めることができる。間違いなく、『
菅家文草』『菅家後集』と『源氏物語』の関係は、超テクスト性であ
り、『源氏物語』は道真の詩集のイペルテクストとして分析できると
考えられる。結論を先取りすると、『源氏物語』は『和漢朗詠集』よ
り深いイペルテクスト性を現す。つまり、ジュネットの理論から見る
と、紫式部が果たしたテクストの変形は藤原公任の編集実践より多面
的でイペルテクスト的である。

　形式的な変形から始めると、まず、韻文で語られた道真の流罪が、
散文である物語の源氏の流罪のエピソードに転移されていることは
自明である。それはジュネットの用語で表すなら、おそらく物語化 
narrativisation27 という様式変換 transmodalisation になるだろう28 。周
知のように、『源氏物語』の中にも頻繁に韻文が現れるので、完全な
る散文作品だとは言い切れないかもしれないが、本論では散文として
扱う。一方、道真の詩集は―そしてここは、『菅家文草』の散文篇を

26 藤原克己『菅原道真　詩人の運命』（ウェッジ、2002）180-185頁。注11前
掲書、IV-5「日本文学史における『白氏文集』と『源氏物語』」。
27 注１前掲書、477頁。
28 注１前掲書、477、484頁。
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対象外にする―、韻文でありながら、物語的な性格を現すと考えられ
る。つまり、再現様式の段階で異なっても、すでにイポテクストの『
菅家文草』『菅家後集』にも叙事的な性格を見いだすことができる。
　さて、上記の物語化という様式変換は、ジュネットが定義する相互
様式的変形 transformation intermodale、つまり「ある様式から別の様
式への移行」という変形の種類に属するものである。これは、様式内
変形 transformation intramodale、つまり「その様式の内的機能に影響
する変化」29 とは異なるものとして氏に識別されている。物語化が相
互様式的変形の一類であるならば、無声化 devocalisation 30、つまり一
人称から三人称への移行は、様式内変形の一例と考えられる。私はこ
の変形も『源氏物語』の中に見いだすことができると思う。原則とし
て一人称として詩またはその詩の背景となるストーリーを語る詩人道
真は、『源氏物語』においては三人称の語り手に変わるのである。ス
トーリーの焦点31 はその詩を詠む・吟詠する主人公（道真・光源氏）
から離れないが、『菅家後集』の場合は道真が主人公かつ語り手だと
言えるのに対して、『源氏物語』の語り手は源氏ではなく、外から源
氏を「見る」語り手である。
　今私は、主人公という単語を使うことには少なくともためらいがあ
った。源氏の場合は、物語のメイン・キャラクターであることに異議
がないだろうが、『菅家後集』の作者・撰者である道真は同作のキャ
ラクター・登場人物だと言えるのだろうか。しかし、本論の目的はテ
クストのなかに現れる人物から作者を見いだすことではなく、両テク
ストの相互関係を分析することである。この大前提で、テクスト内の
道真をイポテクストの登場人物として見てもらいたい32 。
　登場人物としての道真は、物語化や無声化などの形式的変形のみな
らず、意味的、単純に言うと内容の段階における変形も受ける。こ
のような意味的変形は「イポテクストの意味そのものを修正するテー
マ的転移である」とジュネットによって説明される。更に、氏は意味
的変形を二種類の変形的実践に区別する。その一つは物語世界的転移 
transposition diégétique すなわち物語世界の変化であり、もう一つは語
用論的 pragmatique、すなわち筋 action を構成する出来事と行為の修
正である33 。ジュネットが挙げる物語世界的転移の例はジェイムズ・

29 注１前掲書、477頁。
30 注１前掲書、495頁。
31 焦点変換と有声化の違いについて、注１前掲書、494頁を参照。
32 この点についてジュネットは、イポテクストとパラテクスト（例えば作
者についての情報）の境をあまりはっきり限定せず、全てはイペルテクスト
に対して「第二元」のテクストとして扱うようである。
33 注１前掲書、503-504頁。 
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ジョイスの『ユリシーズ』である。ジョイスの小説は、古代地中海に
設定されたホメーロスの『オデユッセイア』のテーマ（主人公のさ迷
い）、またはストーリーの出来事を取り出し、二十世紀初頭のダブリ
ンの世界に設定を修正するものである。無論、このような顕著な設定
変更はストーリーの変更も引き起こすと、氏は加える。例えば、ダブ
リンをさ迷う『ユリシーズ』の主人公は、ギリシャ風の帆船でその旅
ができるわけがない。要するに、このような転移の実践は「まさに、
たとえば同じ筋を（あるいはほとんど同じ筋を）別の世界に転移させ
ることによって（とりわけ）両者を分離することにあるのだ」34。ま
た、このような物語世界変換 transdiégétisation は、二つの変形に区別す
るべきだと、氏は述べている。一つは等質物語世界的変形 homodiégéti-
que であり、「ある神話的ないし歴史的主題を反復するすべての古典
悲劇」はその一例であるとしている。もう一つは異質物語世界的変形 
hétérodiégétique と言い、「筋はその枠組を変えており、その筋を支え
る登場人物たちももはや同一ではない」35としている。その例として
は『ユリシーズ』の主人公がオデュッセウスではなく、レオポルド・
ブルームという新しい人物であることを挙げている。
　さて、『源氏物語』に戻ると、前節にあげた転移の実践は、紫式部
にも見いだされると考えられる。ある程度、道真をモデルに、光源氏
のキャラクターを創造した紫式部は両人物が共有する筋（つまり、流
謫されること）を再利用するだけではなく、その筋を空想の世界（物
語の中の平安京）に転移する。紫式部が作った物語の中の世界は、現
実の世界を忠実にコピーしたものでありながら、歴史的世界とあくま
で同じものだとは言えない。つまり、光源氏が行動する世界は、菅原
道真が生きていた世界ではない。
　だが、ジュネットの先ほどの用語で『源氏物語』のケースを分析し
ようとすると、イポテクストからイペルテクストへの転移は等質物
語世界的変形とも言い切れず、『ユリシーズ』のような異質物語世界
的変形（つまり、一つの世界から別世界へ）とも言えない。実際、須
磨で光源氏が吟詠する『菅家後集』の詩句は、九世紀末の日本に生き
ていた詩人の作品か、物語の中の空想の世界に生きていた詩人の作品
か、どちらとも言えない。いや、このような質問に答える意味すらな
くなる。なぜなら、紫式部は意志的に現実世界と想像世界を融合し意
図的に読者と戯れているようだからである。
　以上、須磨の巻などに浮かび上がる道真と源氏の二重性を確認し、
道真の詩集から再現できる左遷の筋が物語世界的転移を通して『源氏
物語』の世界に転移されたことを検証した。

34 注１前掲書、504頁。
35 注１前掲書、507頁。
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　最後に、もう一つジュネットに定義されたイペルテクスト的変形を
挙げ、イポテクストとしての『菅家文草』『菅家後集』について考察
したい。この変形は価値変換 transvalorisation と言い、ジュネットによ
ると「価値論的次元に属する操作の全体というふうに、つまり、ある
行為もしくは種々の行為の全体−−−たとえばある「登場人物」を特徴
づける一連の行為、態度、そして感情−−−に明示的または暗示的に帰
せられた価値を対象とする操作の全体」36という意味がある。
　イポテクストとイペルテクストの主な共通点となる流謫のエピソー
ドを丁寧に分析しよう。まず、共通の筋といっても、いくつかの相違
点も明らかにある。たとえば、菅原道真は醍醐天皇の宣命で大宰権帥
に左遷され、厳しい生活の状況に陥り、わずか二年間で没するのに対
して、光源氏はそのような危険を避けるために自発的に流離し、後に
京に戻り、最高の栄誉を受ける。前述した紫式部と読者の戯れはここ
においてあると考えられる。

世の中、いとわづらはしく、はしたなきことのみまされば、「せめて
知らず顔にあり経ても、これよりまさることもや」と思しなりぬ 37

と始まる「須磨」の巻の巻頭から「これよりひどい目に遭う」恐れが
暗示される。それはもちろん、弘徽殿女御を中心する源氏の政敵が企
てる陰謀であろう。紫式部と読者の戯れは始まった。つまり、『菅家
後集』の明示的な引用で源氏と道真の同一化を認めざるを得ない読者
は、「光源氏も、道真朝臣のごとく客死してしまうのか」という不安
に駆られ、物語の筋に一層夢中になっただろうと、私は想像する。つ
まり、紫式部はイポテクスト『菅家後集』を利用し、イペルテクスト
『源氏物語』のサスペンスを仕上げようとしたのではないかと解釈し
たい。もちろん、この解釈は道真の詩と彼のストーリーを知る読者の
みにできることである。ところで、サスペンスに関しては、昔の物語
を再び語り直すことの面白さはそこにあると、ジュネットが述べる。
彼はギリシャ神話の演劇化や修正について、「われわれは過去の物語
の結末をあらかじめ知っているのである。われわれの「文化」は、今
日周知の事実とならざるをえぬよう過去において定められたことを後
になってから規定するのであり、それはもっぱら出来事の無力、つま
りその出来事についてすでに語られそして聞かれたことは回避できな
いという運命を耐え忍んでいるのだ」38 と述べる。ジュネットが指摘
する過程は、聴衆がすでに知っている登場人物のストーリーを再び語

36 注１前掲書、573頁。
37 注23前掲書、161頁。
38 注１前掲書、576頁。
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ると、だれでも知っているエンディングへの期待を強める結果となる
ことであろう。
　しかし、源氏のケースはそれとはわずかに異なる。『源氏物語』
は菅原道真の「物語」の単純なリメイクではなく、登場人物も、筋
も、物語世界も異なり、菅原道真という人物と共通点を持つ光源氏
という新たな登場人物の新たなストーリーである。といっても、主
人公の同一化または二重性は確かであり、このような筋の変更を通
じて紫式部は主人公の価値化という変形を実践しようとしたと言え
よう。ジュネットが定義する価値化 valorisation とは、「語用論的
または心理的な変形の手段によってその人物に、イポテクストで与
えられていた役割よりもさらに重要な、かつ／またはさらに「共感
的な」役割を、イペルテクストの価値体系において賦与することに
ある」39。先ほど指摘した筋の転換は、客死する主人公がそうしない
主人公に変わること、つまり、語用論的な変形であり、そしてそれに
従って、「価値」の変形が引き起こされる。ネガティブな結末に至
り、悲劇的人物だと言える道真に対して、源氏は成功した登場人物
であり、ポジティブな結末―少なくとも、物語の途中まで―に至る。
このような「価値」の差がこの二つの作品にはあると考えられる。
　もちろん、イポテクスト『菅家後集』の中の道真には、ネガティブ
な価値が付いているわけではない。それどころか、君主に忠実で、
不公平な社会の矛盾を訴える官人詩人という非常にポジティブなキャ
ラクターとして現れる。しかし、後世の人々にとって、『菅家文草』
と『菅家後集』で語られた菅原道真の「物語」は、彼の死去で―つま
り、道真の詩文では語られるわけがない筋で―終わると思われたので
はないか。そのような悲劇的な結末は、彼の全ての作品に不幸の光を
当てる結果となったと考えられる。このように考えれば、同じような
悲劇的な結末から逃れる光源氏には価値化を見出せるのである。
　作者紫式部の意図は我々には推測できまいという意見もあろうが、
平安人における菅原道真の評価とイメージはその死後、非常に変わっ
てきたことも否定できない。周知のように、後世の人々は道真のスト
ーリーを天神信仰の発達と結び付けたのである。『源氏物語』が書か
れたのは、道真の死去からほぼ百年後であり、北野天満宮の建立から
約半世紀後の、天神信仰が形成された時期だとされている40。左遷さ
れ、大宰府で犯罪者の身分で没した道真は、伝説によって祟り神とし
て恐れられていたが、後に天満天神として崇拝されるようになり、最
終的には学問の神、また藤原家の守り神にもなった。これまで述べて

39 注１前掲書、574頁。
40 竹居明男編著『天神信仰編年史料集成  平安時代・鎌倉時代前期篇』（国
書刊行会、2003）。 
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きたジュネットの用語と理論は別にして、歴史的な視点からも、民及
び貴族の社会における道真のイメージは天神信仰を通じて価値化のプ
ロセスを果たしたと、すでに明らかにされている41。ある意味で紫式
部はこのような歴史上の過程に文学的体形を与えたという解釈も可能
である。
　価値化という変形だけではなく、紫式部は本当にこのような複雑
な文章構成を意図的に考えたのか、ということについても考えてみ
たい。そのためには、まずジュネットも強調した次の大前提を挙げ
なければならない。その内容は、イポテクストはイペルテクストの
単純な理解に不可欠なものではない。イペルテクストそのものを読
み、理解するだけでも、ストーリーを楽しめることがともかく可能
である。ただ、このような「浅い読み」では、上述した超テクスト
性のいくつもの実践を理解できないであろう、ということである。
紫式部が菅原道真の詩を引用したのは、道真と源氏の二重性を意図
的に読者に明示したかったからだと考えられる。少なくとも、偶然
な引用とは考えられない。

4. 終わりに

　以上、イペルテクスト変形を分析した結果、藤原公任と紫式部は『
菅家文草』と『菅家後集』といった共通の作品から詩句を引用してい
るにも関わらず、それぞれが異なるイペルテクストの変容を果たして
いることがわかった。
　その変形はジュネットの用語であらためてまとめると、『和漢朗詠
集』の場合は切除 excision 、つまりテクストの縮小 réduction が行わ
れ、イペルテクストの意味をもたらす部分も切り除かれてしまい、脱
動機化 démotivation のような動機変換 transmotivation が引き起こされ
たことになる。
　一方、『源氏物語』の場合は、物語化 narrativisation と無声化 devo-
calisation といった様式変換 transmodalisation のほかに、物語世界変換 
transdiégétisation も認められる。この変換に関して、ジュネットは等質
物語世界と異質物語世界の二種類の物語世界変換を定義しており、『
源氏物語』では両者の融合が確認できる。更に、価値変換 transvalori-
sation を通じ、登場人物の「価値」が修正され、価値化 valorisation が
行われている。
　紫式部が、イポテクストから把握できる道真の姿をより忠実に描い
ているのに対して、藤原公任は動機化という変形で、イポテクストと

41 林屋辰三郎「天神信仰の遍歴」『天神信仰』民衆宗教史叢書4（雄山
閣、1983）。
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全く異なる動機をもたらすイペルテクストを作っている。編纂に当た
っての公任の目的は菅原道真のストーリーを語ることではなく、道真
の詩句を利用し、他の詩歌とともに調和した作品を作り出すことであ
ったと考えられる。従って、詩人道真の性格が最も良く表れる諷諭詩
のような詩は『和漢朗詠集』の美学に合わないものだと判断されたた
め、排除されたのではなかろうか。テクストの分析から判断すると、
紫式部における道真詩の引用はより正確に菅原道真の姿を思い浮かば
せると言える。
　また、ジュネットの言葉で『和漢朗詠集』と『源氏物語』を比較す
ると、前者は「社会=文化的な次元に属する機能」があり、後者は「
もっと高貴にして美的な機能である。それは真面目な体制の厳密に創
造的な機能」42を持つ。つまり、『和漢朗詠集』は佳句と名歌をテー
マ別に配列することによって、すらすらと次々に読みたいという読者
の要求―ジュネットが言う「社会的要請」―に応えるのである。そし
て、テクスト面では新しい文章を創造したり、追加したりすることも
しない。部立てというテクストの骨組みに、各イポテクストを組み込
むだけである。一方、紫式部は印象を受けた作品から、テクストの一
部を引用し、個人的かつ独特な想像や感性と混ぜ込んで、完全に新し
い作品を創造しているのである。藤原公任の作品には美学的または想
像的な働きがないとは言わないが、あくまで公任は編集、紫式部は創
造、といった根本的に異なる創作過程をたどっていると認めざるを得
ない。

　以上、西洋文学を中心としたジュネットの超テクスト性の理論が日
本文学にも適用できることを論証した。『源氏物語』と『和漢朗詠
集』におけるイペルテクスト変形が、ジュネットの用語を用いて分析
できるのである。そして、この分析方法により、作品と作者の価値を
あらためて認めることも可能である。
　当然のことながら、本論で指摘したイペルテクスト変形を見いだ
すためには、イポテクストの現存が不可欠である。ロバート・ボー
ゲン（Robert Borgen）は道真について「彼は神として奉られるよう
にならなくても、忘れられはしなかったろう」43と述べているが、私
はおそらく天神信仰がなかったのであれば、道真の詩集は後世まで読

42 注１前掲書、650-651頁。
43 筆者訳。「He was, however, indeed a remarkable figure deserving the highest re-
spect for his real achievements as a poet, scholar, educator, diplomat, and official. He 
did not need to be deified to be remembered」Robert Borgen、Sugawara no Michizane 
and the Early Heain Court (Harvard University Press、1986) 336頁から。 
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み伝えられなかったのではないかと思う44。もし、『菅家文草』と『
菅家後集』が現存しなかったとにしたら、紫式部が果たした超テク
スト性変形の十分な論証もできず、『源氏物語』の豊かさと作者の
才能は少なくともわれわれには分からなくなっていたはずである。

44 道真の詩集の伝来については、ボーゲン、注44前掲書、223頁、または川
口久雄『菅家文草・菅家後集』（岩波書店、1966）45頁を参照。
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